
 
平成24年度 神戸大学大学院人文学研究科  
組織的な若手研究者等海外派遣プログラム  

「国際連携プラットフォームによる東アジアの未来を担う若手研究者等の育成」  
 第二期（追加・最終） 海外長期派遣プログラム募集要項（ポスドク）  

 
1. 募集人員 ４名 
 
2. 申請資格（次の条件をすべて満たしていること） 

（1）人文学研究科・文化学研究科で博士の学位を取得しているポスドク（42歳以下） 
※学位取得見込みも可。ただし出発日までに学位を取得しておくこと 

（2）博士課程後期課程の指導教員の承認を得た者 
 

3. 派遣期間 61日以上が望ましい 
       ※出発予定日が2012年12月1日以降で、2013年2月28日までに帰国すること。 
 
4. 派 遣 先 原則として、本プログラムのコンソーシアム校（中山大学、国立台湾大学、成均館

大学校、韓国海洋大学校、SOAS，リヨン高等師範大学、ワシントン大学）、および
リエゾン校（北京外国語大学、華東師範大学、香港大学、ライデン大学、ヴェネツ

ィア大学、ヤゲウォ大学、ハンブルク大学）とする。 
※ただし出身国の大学への派遣はできない。 

 
5. 申請期間  2012年11月5日（月）～11月16日（金）16:00まで 
 
6. 申請手続き 

申請を希望する者は、次の書類（(1)-(3)はWordファイルあり）を取りそろえ、人文学研究
科の教務学生係に提出すること。 

（1）願書 
（2）研究計画書 
応募に至った経緯、留学中の研究テーマおよび研究計画、本プログラムへの貢

献について、日本語（4000字程度）、および派遣先の公用語または英語（例：中
国語の場合3000字程度、英語の場合1600語程度）で作成すること。 

（3）研究業績リスト 
論文業績、国内外での研究発表実績、これまでの海外調査経験等 

（4）主要業績3点以内（博士論文含む、コピー可） 
（5）語学能力を示す資料（中国HSK試験、韓国語能力試験、TOEFL等）があれば
添付すること。 

（6）派遣先での受入の内諾を証明する書類（メールの写し等） 
※申請希望者は、事前に派遣先の指導教員から受け入れの内諾を得ておくこと。 

 
7. 選考方法   選考は、書類審査と面接の結果を総合して行う。 

面接  2012年11月21日（水） 午後 
場所  人文学研究科A棟小会議室 （予定） 

 
8. 合格者発表 2012年11月22日（木） 合否はメールで通知する。 
 
9. 本プログラムによる補助  渡航費、滞在費等 
 
10. 申請に関わる問合せ先 

人文学研究科   伊藤 隆郎（takaoito@lit.kobe-u.ac.jp） 



 
平成24年度 神戸大学大学院人文学研究科  
組織的な若手研究者等海外派遣プログラム  

「国際連携プラットフォームによる東アジアの未来を担う若手研究者等の育成」  
 第三期（追加・最終） 海外長期派遣プログラム募集要項（大学院生）  

 
1. 募集人員 若干名 
 
2. 申請資格（次の条件をすべて満たしていること） 

（1）人文学研究科・文化学研究科に在学中の者（42歳以下） 
（2）指導教員の承認を得た者※派遣期間中の休学は認めない。 
※派遣期間中の休学は認めない。 

 
3. 派遣期間 61日以上 
       ※出発予定日が2012年12月1日以降で、2013年2月28日までに帰国すること。 
 
4. 派 遣 先 原則として、本プログラムのコンソーシアム校（中山大学、国立台湾大学、成均館

大学校、韓国海洋大学校、SOAS，リヨン高等師範大学、ワシントン大学）、および
リエゾン校（北京外国語大学、華東師範大学、香港大学、ライデン大学、ヴェネツ

ィア大学、ヤゲウォ大学、ハンブルク大学）とする。 
※ただし出身国の大学への派遣はできない。 

 
5. 申請期間  2012年11月5日（月）～11月16日（金）16:00まで 
 
6. 申請手続き 

申請を希望する者は、次の書類（(1)-(3)はWordファイルあり）を取りそろえ、人文学研究
科の教務学生係に提出すること。 

（1）願書 
（2）研究計画書 
応募に至った経緯、留学中の研究テーマおよび研究計画、本プログラムへの貢

献について、日本語（4000字程度）、および派遣先の公用語または英語（例：中
国語の場合3000字程度、英語の場合1600語程度）で作成すること。 

（3）研究業績リスト 
論文業績、国内外での研究発表実績、これまでの海外調査経験等 

（4）主要業績3点以内（修士論文含む、コピー可） 
（5）語学能力を示す資料（中国HSK試験、韓国語能力試験、TOEFL等）があれば
添付すること。 

（6）派遣先での受入の内諾を証明する書類（メールの写し等） 
※申請希望者は、事前に派遣先の指導教員から受け入れの内諾を得ておくこと。 

 
7. 選考方法   選考は、書類審査と面接の結果を総合して行う。 

面接  2012年11月21日（水） 午後 
場所  人文学研究科A棟小会議室 （予定） 

 
8. 合格者発表 2012年11月22日（木） 合否はメールで通知する。 
 
9. 本プログラムによる補助  渡航費、滞在費等 
 
10. 申請に関わる問合せ先 

人文学研究科  伊藤 隆郎（takaoito@lit.kobe-u.ac.jp） 



 
平成24年度 神戸大学大学院人文学研究科  
組織的な若手研究者等海外派遣プログラム  

「国際連携プラットフォームによる東アジアの未来を担う若手研究者等の育成」  
 第三期（追加・最終） 海外短期派遣プログラム募集要項（大学院生・学部生）  

 
1. 募集人員 若干名 
 
2. 申請資格（次の条件をすべて満たしていること） 

（1）文学部、人文学研究科に在学中の者（42歳以下） 
（2）指導教員の承認を得た者 

 
3. 派遣期間 60日以下 ※出発予定日が2012年12月1日以降で、2013年2月28日までに帰国すること。 

 
4. 派 遣 先 原則として、本プログラムのコンソーシアム校（中山大学、国立台湾大学、成均館

大学校、ソウル大学校、韓国海洋大学校、SOAS，リヨン高等師範大学、ワシント
ン大学）、およびリエゾン校（北京外国語大学、華東師範大学、香港大学、ライデン

大学、ヴェネツィア大学、ヤゲウォ大学、ハンブルク大学）とする。 
※ただし出身国の大学への派遣はできない。 

 
5. 申請期間  2012年11月5日（月）～11月16日（金）16:00まで 
 
6. 申請手続き 

申請を希望する者は、次の書類（(1)-(3)はWordファイルあり）を取りそろえ、人文学研究
科の教務学生係に提出すること。（学部生は (3) (4) を省略可） 

（1）願書 
（2）研究計画書 
応募に至った経緯、留学中の研究テーマおよび研究計画、本プログラムへの貢

献について、日本語（4000字程度）で作成すること。 
（3）研究業績リスト 
論文業績、国内外での研究発表実績、これまでの海外調査経験等 

（4）主要業績３点以内（修士論文含む、コピー可） 
（5）語学能力を示す資料（中国HSK試験、韓国語能力試験、TOEFL等） 
※（5）の提出が困難な場合、学部生については、当該語学の科目を４単位以上修得
したことを証明する書類を提出すること。大学院生は、派遣先の公用語または英語

（例：中国語の場合3000字程度、英語の場合1600語程度）で研究計画書をもう一通
作成すること。 
（6）派遣先での受入の内諾や学会登録等を証明する書類（メールの写し等） 

※申請希望者は、事前に派遣先の指導教員から受け入れの内諾を得ておくこと。 
 
7. 選考方法   選考は、書類審査と面接の結果を総合して行う。 

面接  2012年11月21日（水） 午後 
場所  人文学研究科A棟小会議室 （予定） 

 
8. 合格者発表 2012年11月22日（木） 合否はメールで通知する。 
 
9. 本プログラムによる補助  渡航費、滞在費等 
 
10. 申請に関わる問合せ先 

人文学研究科   伊藤 隆郎（takaoito@lit.kobe-u.ac.jp） 


